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i書

評

近
代
中
園
に
お
け
る
民
衆
運
動
と
そ
の
思
想

里

曹E

七

郎

井

昭
和
四
十
七
年
六
月
東
京

版
曾
A
5
判
四
一
九
頁

東
京
大
腸
一
出

本
書
の
著
者
里
井
彦
七
郎
氏
が
、
戦
後
進
歩
的
中
岡
近
代
史
撃
の
設
展
を
支

え
て
こ
ら
れ
た
第
一
線
の
研
究
者
で
あ
り
、
現
在
い
わ
ゆ
る
人
民
闘
争
史
研
究

の
首
唱
者
の
一
人
で
あ
る
こ
と
は
、
今
夏
言
う
ま
で
も
な
い
。
叉
、
氏
が
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
歴
史
の
把
屋
と
力
強
い
絞
述
と
に
よ
っ
て
、
近
代
史
を
謬
ぽ
う
と

す
る
皐
生
・
院
生
に
大
き
な
影
響
を
輿
え
て
こ
ら
れ
た
事
も
衆
知
の
こ
と
で
あ

る。
氏
の
「
中
国
近
代
化
過
程
に
闘
す
る
三
つ
の
と
ら
え
方
に
つ
い
て
」
(
歴
史

事
研
究
一
二
一
二
腕
)
等
に
数
え
ら
れ
な
が
ら
歴
史
容
を
翠
び
始
め
た
私
に
と

っ
て
、
著
者
の
多
年
の
研
究
活
動
が
凝
縮
さ
れ
た
こ
の
大
著
を
批
評
し
よ
う
と

す
る
の
は
、
ま
こ
と
に
難
事
で
あ
る
。
そ
の
う
え
、
す
で
に
小
島
菅
治
ハ
歴
史

評
論
二
七

O
、
二
七
五
続
可
小
林
一
美
(
歴
史
皐
研
究
三
九
四
腕
)
、
紳

戸
輝
夫
(
新
し
い
歴
史
撃
の
た
め
に
一
二
九
鋭
〉
の
三
氏
に
よ
っ
て
書
評
さ
れ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
焔
郎
の
斧
を
ふ
り
あ
げ
よ
う
と
試
み
た
の

は
、
氏
を
中
心
と
す
る
最
近
の
研
究
動
向
に
つ
い
て
私
な
り
に
考
え
て
み
た
い

と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

著

著
者
の
歴
史
認
識
を
支
え
る
方
法
論
の
一
つ
が
韓
耐
震
法
的
唯
物
論
で
あ
る
こ

と
は
、
一
讃
し
た
者
の
等
し
く
感
ず
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
多
用
さ
れ
る
矛
盾

と
統
一
の
法
則
は
、
氏
の
情
熱
的
な
文
掌
の
背
後
に
歴
史
を
見
る
眼
の
深
さ
、

鋭
さ
を
感
じ
さ
せ
ず
に
は
い
な
い
。
氏
は
最
新
の
義
和
国
研
究
に
お
い
て
、
中

園
近
代
史
の
基
礎
過
程
に
矛
盾
に
満
ち
た
行
程
を
辿
る
「
宇
原
蓄
過
程
」
H

「牢

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
L

の
創
出
を
想
定
す
る
亡
と
に
よ
っ
て
、
一
つ
の
か
な
り

明
確
な
近
代
史
の
健
系
化
を
開
始
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
今
後
の
諸
研
究
は
、

何
ら
か
の
形
で
こ
の
里
井
氏
の
著
書
を
通
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ

う
。
と
り
あ
え
ず
こ
こ
で
は
、
序
章
お
よ
び
第
三
章
第
一
節
等
を
手
掛
り
に
著

者
の
見
解
を
検
討
し
た
い
。

-
中
園
の
近
代
的
後
展
は
「
世
界
史
的
に
普
遍
的
な
モ
メ

ン
ツ
と
中
図

的
・
民
族
的
特
・質
と
の
二
側
面
を
統
一
し
て
と
ら
え
」
(
三
頁
)
る
必
要
が
あ

る。
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2
こ
の
「
世
界
史
的
に
普
遍
的
な
モ
メ

ン
ツ
」
と
は
世
界
資
本
主
義
の
運

動
法
則
の
中
園
へ
の
貫
徹
で
あ
り
、
国
内
積
的
に
は
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
プ
ロ

レ
タ
リ
ア

ー
ト
の
封
抗
関
係
の
愛
生
・
設
展
」
(
四
頁
〉
で
あ
る
。
そ
の
「
中

図
的
・
民
族
的
特
質
」
と
は

ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
愛

生
・
稜
展
の
中
関
的
形
態
で
あ
り
、
具
蝿
閥
的
に
は
「
中
閣
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー

の
愛
生
・
設
展
の
主
流
を
な
し
た
買
緋
的
官
僚
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
」
(
四
頁
〉

と
、
「
中
図
的
な
原
蓄
過
程
と
、
そ
こ
か
ら
必
然
的
に
立
ち
あ
ら
わ
れ
て
く
る

牢
プ
ロ
一
層
L

ハ
一
五
頁
)
と
で
あ
る
。
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こ
の
賀
弊
官
僚
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
字
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
を
生
み
出

し
た
中
図
的
原
蓄
過
混
と
は
、
買
緋
的
中
十
封
建
的
洋
務
汲
機
力
の
も
と
で
上
か

ら
強
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
「
産
業
資
本
主
義
段
階
か
ら
、
と
く
に

帝
闘
主
義
へ
の
過
渡
期
に
お
い
て
長
江
中
・
下
流
域
に
は
」
「
イ
ギ
リ
ス
を
先

頭
と
す
る
外
図
資
本
主
義
の
直
接
的
侵
略
、
買
務
的
階
級
を
介
し
て
の
間
接
的

侵
略
、
洋
務
渡
的
貿
緋
官
僚
大
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
な
新
し
い
搾
取
鰻
系
:
:
に
よ

る
さ
ま
さ
ま
な
搾
取
と
鹿
迫
が
図
内
の
最
先
進
地
婚
の
直
接
生
産
者
大
衆
|
|

佃
戸
農
民
と
都
市
手
工
業
労
働
者
1
l
に
最
も
銑
く
集
中
し
て
か
け
ら
れ
L

(二

O
三
頁
)
、
「
農
民
・
手
工
業
持
働
者
・
交
通
連
総
労
働
者
を
そ
の
生
産
手

段
か
ら
暴
力
的
に
引
き
離
し
、
そ
の
ご
く

一
部
を
外
闘
企
業
や
洋
務
一
仮
企
業
、

微
弱
な
民
族
資
本
企
業
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
吸
牧
、
そ
の
大
中
十
を
失
業
者

と
し
て
主
と
し
て
沿
海
・
沿
江
の
都
市
に
放
出
し
た
」
(
二

O
四
頁〉。

「
中
闘

で
は
、
生
産
手
段
を
剥
奪
さ
れ
た
多
数
の
直
接
生
産
者
大
衆
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

ー
ト
へ
の
い
側
化
を
き
U

わ
め
て
部
分
的
に
し
か
進
行
せ
ず
、
そ
の
盤
倒
的
多
数
が

失
業
者
群
と
し
て
農
村
や
都
市
に
放
出
さ
れ
さ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
未
成
熟
な
、中
て
鳳
蓄
過
程
」
(
二

O
四
頁
)
「
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
失
業
者

群
」
は
「
牢
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
層
と
規
定
さ
」
(
二

O
五
頁
)
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

以
上
の
著
者
の
大
路
な
中
国
原
蓄
理
論
の
形
成
過
程
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
る

と
、
す
で
に
一
九
六
一
年
の

寸
十
九
世
紀
中
閣
の
仇
数
運
動
|
|
植
民
地
主
義

へ
の
抵
抗
|
|
」
の
中
で
、
「
中
十
原
始
蓄
積
の
進
行
」
H
「
無
産
失
業
者
群
が
増

大
」
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
の
に
然
、つ
く
。
中
関
近
代
人
民
の
特
徴
を

無
産
失
業
者
群
に
求
め
、
そ
の
反
帝
運
動
の
指
導
勢
力
を
秘
密
結
一
位
に
求
め
る

視
角
は
、
す
で
に
同
論
文
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
同
論
文

は
小
野
信
爾
氏
と
共
同
で
、
筑
摩
『
世
界
の
歴
史
』
第
十
一
得
に
掲
載
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
今
回
新
著
の
第
二
章
に
牧
録
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
若
干
@
重

3 

要
な
加
筆
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
主
貼
は
、
「
学
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
」
に
闘

す
る
部
分
で
は
な
く
、
「
買
緋
的
官
僚
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
」
と
い
う
語
の
播
入

に
あ
る
。

(
詳
し
く
は
筑
摩
論
文
一
八
四
頁
と
新
著
一
七
六
頁
と
を
参
照
さ
れ

た
い
〉
。

一
九
六
一
年
に
は
里
井
氏
は
中
閣
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
を
土
木
だ
「
未

熟
な
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
」
で
あ
る
と
と
ら
え
て
い
る
。
買
務
官
僚
ブ
ル
ジ

ョ
ア
ジ
ー
に
着
目
さ
れ
た
の
は
、
私
見
の
限
り
で
は
「
中
園
近
代
化
過
程
に
関

す
る
三
つ
の
と
ら
え
方
に
つ
い
て
」
(
歴
史
翠
研
究
=
一
一
一
一
鋭
一
九
六
六

年
)
で
あ
る
。
そ
の
契
機
は
狭
間
直
樹
、
石
回
米
子
雨
氏
の
「
問
題
提
起
に
共

鳴
し
な
が
ら
も
、
若
干
の
疑
問
を
い
だ
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
」
(
同
歴
研
論
文

八
頁
)
か
っ
た
こ
と
に
あ
り
、
そ
の
疑
問
と
は
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
創
出

の
線
過
程
の
中
図
的
な
特
質
の
具
趨
的
な
あ
ら
わ
れ
と
し
て
の
寅
緋
的
官
僚
資

本
主
義
の
装
展
に
つ
い
て
で
あ
り
・
:
・
帝
園
主
義
の
許
容
す
る
一
定
程
度
に
お

い
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
基
盤
を
も
ふ
ま
え
、
そ
れ
自
身
、
が
プ
ロ
レ
タ
り
ア
l
ト

創
出
者
で
も
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
、
寅
緋
的
官
僚
資
本
の
成
長
・
設
展
消
滅
の
過

程
」
(
同
前
九
頁
)
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
こ
の
寅
務
官
僚
資
本
の
導
入
は
六

八
年
に
は
、
羽
叩
仁
五
郎
氏
の

「
東
洋
に
お
け
る
資
本
主
義
の
形
成
」
の
継
承
の

方
向
で
あ
る
と
宣
言
さ
れ
た
。
何
故
な
ら
ば
「
沼
仁
氏
の
問
題
提
起
の
中
心
の

一
つ
が
、
市
図
主
義
に
よ
る
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
の
維
持
と
再
生
産

|
1そ

れ
へ
の
労
農
階
級
の
闘
宇
過
程
へ
の
究
明
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
再
生
産
過

程
の
最
も
典
型
的
な
あ
ら
わ
れ
と
し
て
の
寅
務
的
官
僚
資
本
主
義
の
問
題
の
追

求
は
羽
仁
氏
の
方
法
を
殺
展
的
に
縫
承
す
る
目
六
億
的
な
問
題
と
な
る
か
ら
で
あ

る
」
(
歴
史
評
論
二
一
五
鋭
六
九
頁
〉
。
引
用
が
長
く
な
っ
て
恐
縮
で
あ
る

が
、
こ
の
よ
う
な
過
程
を
辿
っ
て
皇
井
氏
の
半
原
蓄
論
は
、
一
九
七
一
年
の

『
講
座
日
本
史
』
第
十
容
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
健
系
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
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以
上
の
簡
単
な
紹
介
に
よ
っ
て
も
、
里
井
氏
の
中
園
原
蓄
論
が
人
民
間
字
史

の
提
起
と
と
も
に
そ
の
基
礎
理
論
と
し
て
形
成
さ
れ
、
ま
た
「
東
洋
に
お
け
る

資
本
主
義
の
形
成
」
の
積
極
的
継
承
を
意
闘
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
原
蓄
論
に
閲
す
る
て
こ
の
問
題
駄
を
考
え
て
み
た

そ
の
一
つ
は
、
ア
ヘ
ン
戦
争
直
前
の
中
岡
祉
禽
の
護
展
段
階
に
つ
い
て
の
著

者
の
認
識
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
清
末
を
何
ら
か
の
意
味
で
中
関
封
建

制
崩
壊
の
時
期
で
あ
る
と
し
、
か
っ
そ
れ
を
生
み
出
し
た
基
底
と
し
て
の
中
間

経
済
の
小
商
品
生
産
段
階
へ
の
到
達
・
設
展
の
時
期
で
あ
る
と
す
る
こ
と
は
、

今
日
ま
で
の
研
究
者
に
と
っ
て
ほ
ぼ
共
通
し
た
暗
獣
の
前
提
で
あ
っ
た
。
こ
れ

は
里
井
氏
が
「
資
本
主
義
波
」
と
し
て
か
つ
て
批
判
さ
れ
た
一
連
の
研
究
者

に
よ
っ
て
、
民
富
の
形
成
・
佃
戸
の
自
立
化
等
々
と
し
て
主
張
さ
れ
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
叉
人
民
閲
宇
史
汲
の
田
中
正
俊
氏
の
解
健
H
H
抵
抗
論
の
中
心
部

分
で
も
あ
り
、
遠
山
・
芝
原
論
争
の
雨
省
事
者
に
と
っ
て
の
共
通
認
識
で
も
あ

る。
近
代
に
お
け
る
ア
ジ
ア
の
後
進
諸
閣
の
世
界
市
場
へ
の
包
舗
を
、
イ
ギ
リ
ス

を
先
頭
と
す
る
先
進
資
本
主
義
諸
閣
に
よ
る
世
界
史
的
な
木
源
的
蓄
積
過
程
の

進
行
と
し
て
認
識
し
よ
う
と
す
る
傾
向
は
、
本
書
の
星
井
氏
も
含
め
て
、
た
と

え
ば
、
日
本
近
代
史
に
関
す
る
中
村
哲
氏
の
「
世
界
資
本
主
義
と
日
本
綿
業
の

嬰
革
」
(
『
世
界
資
本
主
義
の
形
成
』
・
所
牧
一
九
六
七
年
)
、
イ
ン
ド
史
で
は

近
藤
治
氏
の
「
イ
ン
ド
資
本
主
義
形
成
の
特
質
」
(
『
イ
ン
ド
現
代
史
の
展
望
』

所
牧
一
九
七
三
年
)
等
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
近
年
一
般
的
な
も
の
に
な
っ

て
き
て
い
る
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
芝
原
拓
自
氏
の
「
す
べ
て
の
民
族
へ
の
ブ

ル
ジ
ョ
ア
的
搾
取
様
式
に
適
合
す
る
よ
う
な
破
壊
的
吐
曾
嬰
革
の
強
制
、
と
く

に
搾
取
の
源
泉
と
し
て
の
『
破
壊
的
現
象
』
で
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
創

出
」
(
歴
史
評
論
一
九
七
続
五
二
頁
)
と
い
う
指
摘
も
、
こ
の
流
れ
の
中

に
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
中
園
が
開
港
前
に
小
商
品
生
産
段
階
に
到
達
し
て
い
た
と
す
る

な
ら
ば
、
そ
れ
は
中
間
の
世
界
市
場
へ
の
包
括
に
ど
の
よ
う
な
特
質
を
輿
え
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
こ
そ
が
日
本
・
朝
鮮
・
イ
ン
ド
等
の
諸
園
と
は
異
っ
た

中
閣
の
本
源
的
蓄
積
に
濁
自
な
特
徴
を
輿
与
え
る
重
要
な
要
因
で
あ
る
の
だ
が
、

残
念
な
こ
と
に
、
貨
は
こ
の
認
識
が
中
闘
近
代
史
研
究
に
お
い
て
最
も
立
ち
遅

れ
た
部
門
の
一
つ
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
皇
井
氏
が
高
く
許
領
さ
れ
る
田
中
氏
の
、
奮
一
枇
曾
の
解
僅
が
進

ん
で
い
る
ほ
ど
外
国
資
本
主
義
(
商
品
)
に
針
す
る
抵
抗
が
強
い
と
す
る
解
健

H
抵
抗
論
は
、
同
氏
自
身
の
近
著
で
そ
の
誤
り
を
認
め
ら
れ
た
(
『
中
園
近
代

経
済
史
研
究
序
説
』
五
O
|
五
一
頁
註
五
)
如
く
、
客
観
的
経
済
過
程
の

一
面
的
評
慣
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
叉
同
氏
の
マ
ル
ク
ス
お
よ
び
ミ
ッ

チ
ェ
ル
報
告
書
の
績
大
解
稗
に
射
す
る
批
判
刊
は
、
す
で
に
坂
野
良
土
口
氏
に
よ
っ

て
(
若
干
の
問
題
鮎
を
含
み
な
が
ら
も
)
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
(
中
園
近

代
|
学
植
民
地
吐
曾
蝿
変
革
の
把
握
を
め
ぐ
っ
て
歴
史
事
研
究
三
八
七
鋭
)
。

さ
て
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
著
者
の
見
解
を
、
第
一
章
資
本
主
義
萌
芽
問

題
研
究
と
関
連
さ
せ
て
み
る
と
、
一
一
一
一
四
|
五
頁
の
氏
の
結
論
に
よ
れ
ば
、
清

代
銅
鉛
鎖
業
部
門
で
は
小
営
業
(
著
者
の
表
現
で
は
軍
純
小
商
品
企
業
)
が
康

汎
に
成
立
し
、
更
に
マ
コ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
を
生
み
出
す
に
至
っ
た
が
、
制

銭
・
兵
鯛
の
確
保
を
め
ざ
す
清
朝
園
家
権
力
の
珊
即
座
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。
開
港
以
前
に
マ
一
ュ
段
階
に
ま
で
到
逢
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
中
国
一
世
曾
自
身
に
よ
っ
て
お
し
つ
ぶ
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
元
来
他

108ー



543 

の
園
家
広
お
い
て
も
封
建
権
力
支
配
の
強
い
特
殊
な
経
済
部
門
で
あ
る
鎖
山
業

に
闘
す
る
こ
の
認
識
が
、
清
末
枇
命
同
経
済
構
成
金
鰻
に
つ
い
て
の
認
識
と
如
何

な
る
閥
連
を
有
す
る
か
は
、
十
分
に
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ

る
。
し
か
し
、
著
書
の
諸
断
片
か
ら
類
推
す
れ
ば
、
著
者
が
清
末
を
軍
に
そ
の

ブ
ル
ジ
ョ
ワ
的
分
解
に
よ
っ
て
近
代
社
曾
に
移
行
す
る
そ
の
起
貼
と
な
る
軍
純

商
品
生
産
の
成
立
に
と
ど
ま
ら
ず
、
既
に
そ
こ
で
農
民
層
分
解
が
進
行
し
て
い

た
そ
の
よ
う
な
時
代
と
把
握
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
「
多
量

の
貧
民
層
が
、
田
崎
U
段
業
か
ら
分
離
さ
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
消
代
一
位
舎
の

矛
盾
の
激
化
」
(
七
九
頁
)
と
か
、
「
ア
ヘ
ン
戟
字
期
(
一
八
四

O
l
一
八
六

O

年
)
は
、
世
界
資
本
主
義
に
よ
る
中
園
民
族
の
半
植
民
地
化
の
危
機
の
開
始
期

で
あ
る
と
と
も
に
・
・
:
中
閣
の
封
建
危
機
の
開
始
期
に
首
り
、
資
本
主
義
萌
芽

期
以
来
の
封
建
的
経
済
構
造
の
分
解
、
向
山
氏
暦
の
分
解
が
深
刻
に
進
行
し
た
時

期
で
も
あ
っ
た
」
(
傍
貼
引
用
者
四
頁
)
云
々
。

中
園
封
建
制
の
危
機
は
、
ア
ヘ
ン
戦
争
U
開
港
・
世
界
市
場
へ
の
包
婚
に
よ

っ
て
始
ま
っ
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
と
併
行
し
て
中
尉
枇
曾
の
自
生
的
解
鱒
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
と
理
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
田
中
正
俊
民

の
研
究
へ
の
高
い
許
債
も
こ
こ
か
ら
生
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
時
代
認
識
は
、
ど

う
し
て
も
開
港
前
に
お
け
る
マ
ニ
ュ
段
階
・
農
民
層
分
解
の
進
行
・
本
源
的
蓄

積
過
程
の
進
行
に
踊
着
せ
さ
る
を
得
な
い
。
事
費
、
著
者
は
こ
の
期
間
に
「
中

閥
的
な
原
蓄
過
程
」
「
農
民
府
の
分
解
過
程
リ
半
プ
ロ
一
階
の
形
成
」
(
一
五
頁
)

を
主
張
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
本
源
的
蓄
積
過
程
は
、
明
ら
か
に
、
拙
評
の
冒
頭

で
整
理
し
た
開
港
後
の
寅
緋
官
僚
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
!
と
牢
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト

と
を
生
み
出
す
「
宇
原
蓄
過
程
」
と
は
、
歴
史
的
に
異
質
な
段
階
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
著
者
に
は
こ
の
匿
別
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

な
い
。
こ
れ
が
「
学
原
蓄
論
」
の
第
一
の
難
貼
で
あ
ろ
う
。

開
港
前
の
中
園
祉
曾
護
展
の
過
大
評
僚
(
小
商
品
生
産
段
階
設
か
ら
求
古
川
的

7
1
・
開
港
前
原
蓄
設
へ
の
エ
ス
カ
レ
ー
ト
)
が
、
逆
に
開
港
後
の
中
関
吐

曾
の
本
質
的
礎
化
の
分
析
を
弱
め
て
い
る
一
要
因
で
あ
り
、
「
宇
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
」
概
念
に
も
そ
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、

清
朝
中
後
期
の
過
剰
入
口
は
「
農
業
H
H
農
村
か
ら
析
出
さ
れ
た
無
間
・
無
産
の

貧
民
た
ち
」
(
七
九
頁
)
と
考
え
ら
れ
、
銅
鉛
鍍
業
に
一
旦
吸
牧
さ
れ
た
彼
ら

は
、
清
朝
に
よ
る
強
楢
的
マ
一
二
・
小
管
業
解
健
に
よ
っ
て
再
び
生
産
過
程
か

ら
分
離
さ
れ
、
由
民
起
義
に
参
加
し
て
い
く
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ

う
に
し
て
殺
生
す
る
生
産
手
段
を
剥
奪
さ
れ
な
が
ら
、
新
た
な
生
産
闘
係
に
包

婦
さ
れ
な
い
人
々
は
や
は
り
「
宇
プ
ロ
府
」
で
あ
り
、
洋
務
波
檎
力
の
も
と
で

進
行
す
る
「
学
原
蓄
過
程
」
か
ら
創
出
さ
れ
る
無
産
失
業
者
群
も
叉
「
宇
プ
ロ

暦
」
で
あ
っ
て
、
こ
の
雨
者
の
歴
史
的
性
格
の
相
違
は
明
ら
か
で
は
な
い
と
思

わ
れ
る
。
な
お
著
者
の
一
一
一
一
口
わ
れ
る
「
半
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
」
は
事
質
上
ル
ン
ベ
ツ

・
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ト
に
近
い
存
在
で
は
な
か
ろ
う
か
一

υ

ま
た
こ
の
種
の
人
々

は
、
必
ず
し
も
中
園
濁
自
の
存
在
で
は
な
く
、
日
本
で
も
イ
ン
ド
で
も
み
ら
れ

る
と
こ
ろ
の
、
す
な
わ
ち
一
般
に
後
進
諸
民
族
が
世
界
市
場
に
包
括
さ
れ
た

時
、
大
量
に
形
成
さ
れ
て
く
る
相
針
的
過
剰
人
口
の
普
遍
的
な
存
在
形
態
で
は

な
い
で
あ
ろ
う
か
。
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四

そ
の
二
つ
は
、
「
牢
原
蓄
論
」
の
他
の
側
面
、
買
緋
官
僚
フ
ル
シ
ョ
ア
ジ
ー

の
形
成
に
つ
い
て
で
あ
る
。
著
書
の
序
章
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
芝
原

拓
自
・
藤
田
敬
一
一
同
氏
は
「
明
治
維
新
と
洋
務
運
動
」
(
新
し
い
歴
史
翠
の
た

め
に
九
二
、
九
三
腕
一
九
六
四
年
)
の
中
で
、
洋
務
仮
に
よ
る
原
蓄
政
策
の

存
在
を
否
定
し
て
い
る
。
芝
原
氏
の
こ
の
間
題
に
関
す
る
主
張
の
要
黙
は
、
官
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僚
買
緋
プ
ル
、
ケ
ョ
ア
、シ
l
と
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
寸
と
を
裁
然
と
直
分
し
、
前

者
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
性
格
を
一
切
否
定
し
た
こ
と
、
こ
の
か
ぎ
り
で
植
民
地
化

と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
化
と
を
鋭
く
針
立
さ
せ
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
に
封
す
る
星
井

氏
の
主
張
は
、
要
約
す
れ
ば
、
こ
の
直
分
を
否
定
し
た
こ
と
、
即
ち
官
僚
買
緋

ブ
ル
ジ
ョ
7

ジ
ー
か
ら
民
族
プ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
そ
の
庇
設
の
下
に
分
離
し
て

ゆ
く
と
考
え
、
か
つ
官
僚
買
緋
ブ
ル
ジ
ョ
ア
・
シ
l
の
中
に
、
寅
緋
的
性
格
(
縮

民
地
化
の
手
先
〉
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
性
格
と
封
建
的
性
格
と
を
融
合
さ
せ
よ
う

と
し
た
こ
と
で
あ
る
。

里
井
氏
の
主
張
を
よ
り
詳
し
く
知
る
に
は
、
前
述
「
三
つ
の
と
ら
え
方
」
の

前
年
に
同
じ
く
歴
史
聞
学
研
究
誌
上
に
掲
載
さ
れ
た
中
村
義
氏
の
「
帝
図
主
義
形

成
期
に
お
け
る
中
園
枇
曾
構
造
」
(
三

O
三
鋭
)
の
次
の
指
摘
が
参
考
に
な
ろ

う
。
「
民
族
資
本
家
は
官
僚
貿
緋
資
本
家
と
は
階
級
上
で
質
的
な
差
は
な
く
、

そ
れ
は
外
国
資
本
・
中
央
檎
力
か
ら
の
距
離
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ

れ
故
、
あ
る
歴
史
的
状
況
下
で
は
、
官
僚
買
緋
資
本
家
に
純
化
す
る
し
、
そ
の

逆
も
あ
り
得
た
。
そ
れ
は
す
ぐ
れ
て
政
治
的
概
念
に
あ
る
」
(
同
前
二
二
一
良
)
。

叉
洋
務
滋
の
複
雑
な
性
格
に
つ
い
て
の
考
え
方
も
星
井
氏
と
中
村
氏
と
は
多
く

の
貼
で
共
通
し
て
い
る
υ

あ
る
い
は
そ
れ
は
多
く
の
中
間
近
代
史
研
究
者
の
共

通
認
識
で
あ
ろ
う
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
化
と
植
民
地
化
と
を
峻
別
す
る
芝
原
氏
の
考

え
方
に
は
や
は
り
無
理
が
あ
る
と
恩
わ
れ
、
そ
の
限
り
で
は
里
一
井
氏
の
芝
原
批

剣
は
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
質
排
官
僚
資
本
に
あ
っ
て
は
買
勝
性
〈
植

民
地
性
〉
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
性
と
が
「
統
ご
し
て
存
在
し
、
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ア

に
あ
っ
て
は
、
民
族
性
(
反
摘
民
地
性
)
と
ブ
ル
ジ
ョ
ア
性
と
が
「
統
ご
さ

れ
て
い
る
と
す
る
の
も
同
緩
に
機
械
的
な
見
方
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
も
に
ブ

ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
で
あ
り
な
が
ら
、
あ
る
種
の
「
距
離
」
の
差
に
よ
っ
て
一
方
が

寅
緋
的
で
他
方
が
民
族
的
で
あ
る
と
す
る
の
は
説
得
的
で
は
な
い
。
中
村
氏
の

爾
資
本
に
射
す
る
「
政
治
的
」
匡
分
を
含
め
て
再
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、

そ
の
際
に
は
、
第
一
に
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
階
級
的
本
質
の
把
握
が
、
第
二
に

は
そ
の
中
国
経
済
の
再
生
産
構
造
へ
の
位
置
づ
け
が
キ
イ
・
ポ
イ
ン
ト
に
な
る

と
思
わ
れ
る
。

つ
ぎ
に
、
中
閣
に
お
け
る
本
源
的
蓄
積
の
主
役
を
洋
務
波
に
限
定
す
る
こ
と

は
、
世
什
務
波
の
歴
史
的
役
割
を
過
大
評
償
す
る
危
険
を
も
た
ら
し
は
し
な
い
だ

ろ
う
か
。
こ
の
貼
に
つ
い
て
先
の
中
村
論
文
で
、
洋
務
源
が

「
地
方
機
力
の
わ

く
を
打
破
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
」
(
同
前
二
O
頁
)
と
指
摘
し
て
い
る

の
は
示
唆
的
で
あ
る
。
中
闘
に
お
け
る
本
源
的
蓄
積
過
程
は
、
や
は
り
開
港

後
、
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
と
す
る
世
界
資
本
主
義
の
中
関
経
済
支
配
、
世
界
市
場

へ
の
包
錨
の
進
行
と
と
も
に
始
ま
る
と
考
え
る
の
が
安
蛍
で
あ
る
。
ま
ず
最
初

に
イ
ギ
リ
ス
資
本
に
よ
っ
て
本
源
的
蓄
積
が
強
行
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ

が
世
界
史
的
な
本
源
的
蓄
積
の
進
行
、
世
界
市
場
形
成
の
一
環
、
耕
聞
社
舎
と
近

代
位
舎
と
を
分
つ
分
水
嶺
な
の
で
あ
る
。
毛
の
暴
力
的
原
蓄
政
策
は
洋
務
仮
に

よ
る
益
金
牧
奪
、
土
地
集
積
に
と
ど
ま
ら
ず
、
清
朝
の
租
税
徴
牧
・
被
侵
略
戦

争
の
賠
償
金
の
支
効
い
・
借
款
等
身
の
一
切
が
原
蓄
の
手
段
に
純
化
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
間
早
に
楢
力
の
一
分
校
た
る
洋
務
渡
が
買
緋
的
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

守
啓
汲
も
含
む
清
朝
国
家
楢
力
全
盤
が
寅
緋
化
し
て
行
く
の
で
あ
る
。
出
什
務
波

は
文
字
通
り
そ
の
「
パ
イ
プ
」
の
役
目
を
果
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
過
程
は
日
本
に
比
べ
て
よ
り
絞
慢
な
、
そ
れ
故
長
期
に
亙
る
未
完
な

も
の
と
な
り
、
叉
別
の
事
情
で
イ
ン
ド

・
朝
鮮
に
比
べ
て
も
遅
い
進
行
を
伴
な

う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
基
本
的
に
は
中
闘
の
経
済
的
批
曾
構
成
そ
れ
自
趨

に
根
ざ
す
も
の
で
あ
っ
て
、
洋
務
汲
買
緋
官
僚
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
、
そ
の
質

緋
性
の
故
に
一
定
の
枠
を
お
し
つ
け
た
も
の
で
は
な
い
?
官
僚
買
緋
ブ
ル
ジ
ョ

ア
ジ
ー
-
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
も
含
め
て
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
褒
展
の
相
調
的
な
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還
さ
・
弱
さ
を
「
『
列
強
資
本
主
義
』
『
帝
園
主
義
』
が
許
容
す
る
限
り
で
の
封

建
制
の
解
鐙
H
H
ブ
ル
ジ
ョ
ア
化
」
(
七
頁
)
に
求
め
る
こ
と
は
、
倒
錯
し
た
認

識
で
あ
ろ
う
。

以
上
二
黙
に
わ
た
っ
て
著
者
の
木
源
的
蓄
積
論
を
概
観
し
た
の
で
あ
る
が
、

中
園
原
蓄
理
論
の
構
成
に
は
ま
だ
ま
だ
多
く
の
課
題
が
残
さ
れ
て
お
り
、
著
者

に
よ
っ
て
そ
の
緒
口
が
提
供
さ
れ
た
こ
と
を
ま
ず
評
償
す
べ
き
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
な
お
つ
い
最
近
護
表
さ
れ
た
秦
惟
人
氏
の
「
洋
務
運
動
時
期
の
民
衆
運

動
」
(
歴
史
評
論
二
八
二
挽
)
で
は
里
井
氏
の
「
宇
原
蓄
論
」
に
若
干
の
修
一

正
・
設
展
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
基
本
的
に
比
里
井
氏
の
枠
を
出
て
い
な
い
。

そ
の
最
大
の
問
題
貼
は
、
本
源
的
蓄
積
の
進
行
と
宇
植
民
地
市
場
の
形
成
と
が

統
一
し
て
把
握
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。
原
蓄
の
暴
力
的
側
面
か
ら
の

ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、
牢
植
民
地
的
経
済
構
造
を
分
析
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
里
井
氏
が
前
鍋
コ
ニ
つ
の
と
ら
え
方
」
の
中
で
「
資
本
の
た
め
の
隷
農
」

を
評
領
さ
れ
た
時
、
そ
の
劉
概
念
で
あ
っ
た
「
半
植
民
地
的
な
農
業
構
造
と
そ

れ
に
寄
生
す
る
竿
封
建
的
搾
取
閥
係
と
い
う
構
造
的
関
連
」
(
新
し
い
歴
史
翠

の
た
め
に
九
九
銃
一
一
一
頁
)
を
見
落
さ
れ
た
こ
と
と
も
密
接
な
関
連
を
持

つ
も
の
で
あ
っ
た
。五
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以
上
で
著
者
の
中
幽
近
代
に
お
け
る
人
民
闘
争
の
基
礎
構
造
の
検
討
を
一
腹

終
っ
た
の
で
あ
る
が
、
本
論
の
検
討
に
入
る
前
に
制
限
枚
数
を
消
費
し
て
し
ま

っ
た
。
誠
に
心
苦
し
い
の
で
あ
る
が
。
以
下
二
、
三
気
付
い
た
事
を
略
記
し
て

こ
の
/
l
ト
的
書
評
の
責
を
塞
が
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
ず
、
近
代
前
半
期
(
奮
民
主
主
義
革
命
期
〉
の
時
期
匿
分
に
つ
い
て
で
あ

る
が
、
著
者
の
匿
分
の
指
標
が
牢
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
指
導
勢
力
と
し
て
の

登
場
に
あ
る
こ
と
は
言
を
待
た
な
い
。

第
一
段
階
は
一
八
四

O
年
J
七
三
年
。
太
一
件
天
幽
か
ら
捻
軍
・
国
民
起
義
に

至
る
諸
闘
争
は
「
洪
秀
全
的
な
波
落
中
小
地
主
属
閣
の
指
導
に
よ
る
宇
プ
ロ
一
層
・

農
民
・
都
市
貧
民
の
固
い
迎
合
」
(
一
五
頁
)
に
よ
っ
て
関
わ
れ
る
。

第
二
段
階
は
一
八
七
四
J
九
四
年
。
「
筆
中
(
:
:
・
:
・
〉
で
は
イ
ギ
リ
ス
の

濁
占
的
支
配
と
そ
れ
に
隷
属
し
た
買
緋
官
僚
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
!
の
支
配
が
深
ま

り
、
半
原
蓄
過
程
が
鋭
く
進
行
、
そ
こ
で
の
人
民
諮
問
争
の
指
導
機
が
複
落
中

小
地
主
暦
か
ら
牢
プ
ロ
一
層
へ
移
行
」
(
一
七
頁
〉
す
る
。

第
三
段
階
は
一
八
九
四

l
一
九

O
一
年
。
「
華
南
で
は
革
命
波
ブ
ル
ジ
ョ
ア

勢
力
の
指
導
に
よ
る
悪
州
起
義
、
華
中
で
は
改
革
源
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
勢
力
の
指
導

に
よ
る
自
立
軍
蜂
起
、
華
北
で
は
半
プ
ロ
一
層
指
導
に
よ
る
・
:
義
和
闘
の
反

帝
・
反
買
緋
闘
争
が
展
開
す
る
」
(
一
七

l
一
八
頁
)
。

非
常
に
鰻
系
的
・
論
理
整
合
的
な
段
階
直
分
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
匿
分

の
軸
が
「
半
プ
ロ
麿
」
の
ヘ
ゲ
モ

7
算
得
で
あ
り
、
そ
れ
は
さ
ら
に
彼
等

を
生
み
出
す
宇
植
民
地
化
(
学
原
蓄
過
程
〉
の
不
均
等
な
進
行
か
ら
説
明
さ
れ

る
。
前
掲
狭
間
論
文
に
み
ら
れ
た
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
植
民
地
的
経
済
編
成
の
渦
中

に
お
か
れ
て
ゆ
く
地
域
で
、
そ
れ
に
劉
臆
し
て
人
民
の
闘
宇
が
勃
愛
し
て
ゆ
く

と
い
う
園
式
が
よ
り
檀
系
化
さ
れ
て
い
る
の
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は

つ
と
に
、
江
口
朴
郎
氏
が
提
出
し
た
と
こ
ろ
の
、
帝
闘
主
義
世
界
の
成
立
に
際

し
て
中
園
で
反
帝
運
動
が
分
岐
し
て
ゆ
く
の
は
何
故
か
と
い
う
疑
問
(
歴
史
謬

研

究

一

五

O
披
八
三
頁
一
九
五
一
年
〉
に
、
=
疋
の
回
答
を
輿
え
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
小
島
氏
の
書
評
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
事
だ
が
、
中
小
地
主
が
夜

落
し
て
ゆ
く
、
し
か
も
初
期
に
は
反
帝
・
反
封
建
(
買
緋
)
闘
争
の
指
導
勢
力

と
な
る
理
由
は
未
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
植
民
地
支
配
の
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進
行
す
る
地
域
で
始
め
て
「
牢
プ
ロ
一
層
」
が
関
字
の
ヘ
ゲ
モ

-一
ー
を
取
る
と
い

う
星
井
氏
の
論
理
で
は
、
地
主
の
波
落
は
植
民
地
化
以
外
の
所
に
そ
の
原
因
を

求
め
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
著
者
の
論
理
で
は
そ
れ
は
開
港
前

農
民
唐
分
解
に
起
因
す
る
か
と
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
と
も
あ
れ
未
展
開

の
部
分
で
あ
る
。

第
二
に
、
義
和
固
運
動
を
「
民
族
解
放
戦
争
」
も
し
く
は
「
民
族
防
術
戟

字
」
と
考
え
、
そ
の
主
煙
た
る
義
和
圏
を
「
反
帝

・
反
貿
塀
の
民
族
戦
線
」
と

規
定
す
る
こ
れ
も
大
臓
な
提
言
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
「
民
族
戦
線
」
の
形

成
過
程
が
、
義
和
闘
の
四
期
に
亙
る
統
一
行
動
の
展
開
と
そ
の
各
段
階
に
お
け

る
思
想
の
護
展
と
の
ニ
函
か
ら
考
察
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
著
者

の
思
想
分
析
を
支
え
て
い
る
方
法
主
は
「
運
動
と
闘
い
に
よ
っ
て
お
く
れ
た
思

想
が
鍛
え
ら
れ
克
服
さ
れ
よ
り
・
高
い
思
想
へ
設
展
し
て
行
く
過
程
」
(
一
一
一

O

頁
)
つ
ま
り
「
思
想
と
賀
践
の
輯
耐
震
法
的
な
相
互
作
用
」

(同
前
〉
を
解
明
す

る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
思
想
と
貨
践
の
閥
係
を
と
ら
え
る
こ

と
は
、
こ
の
雨
者
と
も
主
観
に
関
係
す
る
概
念
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
主
観
的

観
念
論
に
陥
い
り
や
す
い
傾
向
を
持
つ
の
で
は
な
い
か
と
危
供
さ
れ
る
の
で
あ

る。

「民
族
戦
線
」
の
経
済
構
造
分
析
の
不
足
を
思
想
分
析
が
補
完
し
て
い
る

と
み
る
の
は
積
み
す
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
著
者
の
義
和
園
の
思
想
の
設
展
過
程
の
重
視
と
宇
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
が
結
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
著
者
自
身
が
表
明
さ
れ
た
如

く
、
従
来
の
一
切
の
義
和
圃
研
究
を
乗
り
超
え
て
、
義
和
図
と
い
う
「
統

一
行

動
」
に
封
態
す
る
思
想
の
「
民
族
戦
線
」
へ
の
展
笠
が
切
り
拓
か
れ
得
た
の
で

あ
る
。

「
宇
プ
ロ
L

論
が
成
功
す
れ
ば
、
ま
こ
と
に
魅
力
的
な
義
和
幽
論
と
な

る
で
あ
ろ
う
。

さ
て
最
後
に
、
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「
民
族
戦
線
」
の
構
成
分
子
中
の
「
民
族
主
義
的
勢
力
」
に

つ
い
て
み
て
お
き
た
い
。
小
島
氏
の
指
摘
の
如
く
、
著
者
が
こ
の
勢
力
の
中

に
、
地
方
の
地
主

・
官
紳
ば
か
り
で
な
く
、
清
朝
廷
内
の
守
醤
汲
も
含
め
て
い

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
(
例
え
ば
三
六
七
頁
参
照
)
。
叉
こ
れ
ゆ
え
に
義
和

困
運
動
は
「
民
族
防
衛
戦
宇
」
に
純
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
著
者
は
他
方
で
「
民
衆
が
一
方
で
機
夷
主
義
的
側
面
を
も
ち
、
時

に
は
守
醤
汲
官
紳
に
指
導
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
彼
ら
と
統
一
行
動
を
展
開
し

た
り
し
た
と
い
う
否
定
的
側
面
を
も
ち
つ
つ
」
(
二
三
頁
)
と
い
う
逆
の
評
債

を
も
な
さ
れ
て
い
る
。
著
者
の
「
民
族
戦
線
」
論
は
多
分
二
つ
の
側
面
か
ら
成

っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
一
つ
は
、
思
想
の
領
域
で
あ
る
。
民
衆
を
包

む
お
く
れ
た
思
想
は
同
時
に
官
紳
の
思
想
で
あ
り
、
思
想
の
戟
線
で
は
民
衆
と

守
奮
波
と
は
お
く
れ
た
思
想
を
媒
介
に
し
て
結
合
す
る
。
こ
の
側
面
が
強
く
意

識
さ
れ
、
特
に
民
衆
の
醤
恩
想
の
克
服
が
意
識
さ
れ
れ
ば
、
こ
の
戟
線
は
民
衆

の
弱
舟
と
し
て
表
象
さ
れ
る
。
二
つ
は
、
中
小
地
主
の
波
落
と
守
嘗
源
の
衰
退

と
を
同
列
に
置
く
政
治
経
済
の
戦
線
で
あ
る
。
先
に
も
附
言
し
た
よ
う
に
地
主

波
落
の
論
理
は
暖
昧
な
の
で
あ
る
が
、
と
も
か
く
地
主
制
自
慢
が
、
一
方
で
は
太

卒
天
闘
銀
堅
の
過
程
で
再
編
さ
れ
、
他
方
で
は
牢
植
民
地
経
済
構
造
形
成
の
中

で
再
編
さ
れ
る
。
こ
の
過
程
で
古
い
型
の
中
小
地
主
層
は
波
落
す
る
が
、
彼
ら

を
清
朝
の
中
で
も
守
奮
一
収
ま
で
結
び
つ
け
る
の
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
困
難
で
あ

ろ
う
。
著
者
は
お
り
に
ふ
れ
て
、
「
領
主
制
が
成
立
し
え
ず
ア
ジ
ア
的
な
専
制

君
主
H
官
僚
支
配
偶
制
と
し
て
成
立
し
た
中
闘
の
封
建
制
と
そ
の
解
鰻
過
程
の

中
園
的

・
民
族
的
特
質
の
問
題
」
(
=
二
八
頁
)
を
指
摘
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

中
小
地
主
と
守
欝
波
と
を
つ
な
ぐ
た
め
に
は
、
賛
否
は
と
も
か
く
清
朝
地
主
恩

家
設
や
郷
紳
制
論
を
視
野
に
入
れ
る
こ
と
が
、
植
民
地
化
過
程
の
研
究
と
と
も

に
必
要
で
あ
ろ
う
。

「
こ
の
問
題
の
一
層
の
解
明
は
今
後
の
」
著
者
の
研
究
を

待
ち
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
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ま
こ
と
に
中
途
中
十
端
な
書
許
で
あ
る
が
こ
こ
で
筆
を
お
き
た
い
。
と
く
に
第

四
章
に
つ
い
て
は
小
生
の
力
不
足
で
と
て
も
批
評
で
き
な
か
っ
た
。
拙
文
中
、

著
者
の
意
闘
を
誤
解
し
た
り
、
あ
る
い
は
浅
は
か
な
考
え
か
ら
穂
を
失
す
る
表

現
と
な
っ
た
箇
所
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
合
わ
せ
て
お
許
し
願
い
た
い
。
な

お
、
拙
許
は
京
大
東
洋
史
近
代
史
研
究
舎
で
の
こ
の
書
の
合
評
舎
を
含
む
討
論

に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
勿
論
、
文
責
は
筆
者
に
あ
る
が
。

本
書
執
筆
前
後
か
ら
、
著
者
が
闘
病
の
生
活
に
入
ら
れ
た
と
お
聞
き
し
て
い

る
。

一
日
も
早
く
健
康
を
取
り
も
ど
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
。

(
吉
田
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涜
二

曾

企b
Eヨ

永
ら
く
本
曾
よ
り
護
刊
し
て
来
ま
し
た
「
東
洋
史
研
究
叢
刊
」

は、

昭
和
四
十
九
年
四
月
よ
り
、
同
朋
合
出
版
部
よ
り
刊
行
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
仲
い
既
刊
在
庫
分
の
設
頁
、
並
び
に
既
刊
品
切
れ
の

復
刊
等
も
、
同
朋
会
出
版
部
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

の
で
御
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

東

洋

史

研

究

曾
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